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脳下垂体腫瘍
良性の腫瘍で視野障害、頭痛、末端肥大症、糖尿病、無月経、不妊、

インポテンツ、高血圧、肥満、甲状腺機能障害など多彩な症状で発症します。
検査は頭部ＣＴやＭＲＩ検査が有効です。

脳下垂体腫瘍には非機能性下垂体腺腫、成長ホルモン産生腺腫、
プロラクチン産生腺腫、ＴＳＨ産生腺腫、ＡＣＴＨ産生腺腫（クッシング病）、

ゴナドトロピン産生腺腫があります。
正常下垂体のＭＲＩ

左はＭＲＩの矢状断です。矢印の先
に見える丸く白い部分が正常下垂
体です。下垂体の後側の白い部分
が後葉下垂体で前の部分が前葉
下垂体です。下垂体腫瘍は前葉下
垂体から発生します。

以下にそのぞれの治療法を解説します。

種類 症状
診断、ホルモ
ン検査

治療法、手術、
薬

その他

非機能性下垂体腺
腫

視野障害（外
側が見えにく
い）、頭痛

頭部ＣＴかたはＭ
ＲＩ検査で２ｃｍ以
上の腫瘍が見つ
かることが多い

内服の治療は困難
で経鼻的手術が必
要です

手術後ホルモン補
充療法が必要な場
合もあります。

ＧＨ（成長）ホルモン
産生腺腫

巨人症、末端
肥大症（あご、
手足が大きく
なる）、糖尿病

腫瘍の大きさはま
ちまちで成長ホル
モンが高値なほど
腫瘍が大きい傾
向にあります。Ｇ
Ｈが５ng/ml以上
は要注意

手術の治療ですが
手術前３週間程度
サンドスタチンの注
射をすることで手術
しやすくなります。
成長ホルモン基礎
値が1ng/ml以下が
正常値です。

手術後ＧＨが正常値
にならずＭＲＩ検査で
腫瘍がのこっていれ
ばガンマナイフの放
射線治療を追加しま
す。
パーロデルの内服：
１錠から６錠
サンドスタチンＬＡＲ
の月１回の皮下注。
成長ホルモン受容
体に拮抗してＩＧＦ１
を抑制するソマバー
ト皮下注を１日１回

ＰＲＬ（プロラクチン）
ホルモン産生腺腫

女性であれば
月経異常、無
月経、乳汁漏
出、不妊、
男性であれば
視野障害、イ
ンポテンツ

腫瘍の大きさとＰ
ＲＬ値が比例しま
す。ＰＲＬ値が
100ng/ml以上は
腫瘍の可能性あ
ります。20-100ng
/mlと軽度上昇の
場合は胃薬、睡
眠薬などの薬剤

視野障害のあるマ
クロアデノーマでも
まずはドーパミン製
剤を試すことがいい
です。ドーパミンに
反応しないときは
手術になります。内
服して３週ほどで視

これまではパーロデ
ル１錠から６錠でＰＲ
Ｌを10ng/ml以下に
しました。パーロデ
ル毎日１錠と同等の
効果のあるカバサー
ル週１－２回で１回
１錠の服用でコント
ロール可能です。内



性のこともありま
す。

野障害も改善する
ことがあります。

服による妊娠の可
能性は９０％です。

ＴＳＨ（甲状腺刺激）
ホルモン産生腺腫

視野障害や甲
状腺機能異常

ＭＲＩ検査でマクロ
アデノーマのこと
が多い

内服の治療は困難
で手術になります
が腫瘍が広がって
いることが多く全部
取れないこともあり
ます。

甲状腺機能低下に
よる２次的下垂体腫
瘍を鑑別する必要が
あります。

ＡＣＴＨホルモン産
生腺腫（クッシング
病）

クッシング病の
症状（高血圧、
多毛、肥満、
満月様顔貌、
にきびなど）
まれに視野障
害

マイクロアデノー
マのことが多いで
すが浸潤性の高
いマクロアデノー
マのこともありま
す。

手術でできるだけ
全部摘出すること
が肝要です。手術
で全部とれれば早
ければ１週間で症
状が改善します。

手術後ＡＣＴＨが下
がりすぎてステロイ
ドホルモンの補充が
必要な場合もありま
す。

ゴナドトロピンホル
モン産生腺腫

視野障害、目
立つ所見はな
いことが多い

マクロアデノーマ
が多い、女性に多
い

手術による治療
視野障害がなけれ
ば経過観察でもいい
と思います。

各下垂体腺腫のＣＴとＭＲＩ



手術
手術は鼻腔や上唇を介して下垂体部分に到達する手術が一般的です。

脳に障害を及ぼすことはすくないです。
視力障害は手術後１週間程度で回復してきます。

手術の合併症には髄液鼻漏、内頚動脈の損傷などがあります。
術後下垂体機能低下症になる場合があります。

矢印の先に下垂体腫瘍があります。鼻の奥に
あるため鼻から手術すると脳の操作なしで腫
瘍をとることができます。

矢印の器具が手術のための鼻鏡です。
この１ｃｍ足らずの筒を介して手術します。
傷は外見ではほとんどわかりません。

下垂体の画像診断 下垂体腫瘍術後のホルモン補充療法

http://kojima-neurosurgery.jp/pdf/page101.pdf
http://kojima-neurosurgery.jp/pdf/page134.pdf

